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　　　築根広明　　㈱ディーワーク
　　　渡邉英明　　関西大学（非常勤）

2．掲載項目と分野
　雁木通りや関連するキーワード 54項目（五十音
順）については，以下の通りである。

1．アーケード
2．雨

あま

落
おち

（あまおち）
3．ありがたや通り
4．一斉雪下ろし
5．糸魚川大規模火災と雁木の再生
6．江戸の庇
7．落とし式雁木
8．海外の類例
9．紙天

10．仮
かり

屋
や

通り
11．雁木整備事業補助金
12．雁木撤去の県令

1．はじめに
　本ハンドブック（図 1）は，雪国の市街地に発達
した防雪通路として知られる雁木通りについて，関
連する用語を収集し，収録したものである。
　ガンギ（「雁木」）は，我が国の新潟県とその周辺
地域において主屋から道路側に下ろした庇の呼称を
指し，同様の庇は他県にも見られ，青森・岩手・秋
田の各県ではコミセ（「小店」，「小見世」），鳥取県
若桜町ではカリヤ（「仮屋」）と呼ばれている。さら
に近世文書にも「雁木」（長岡，高田ほか），「小見
世」（弘前・秋田ほか），「小間屋」（米沢）などの呼
称が確認でき，地域的な呼称の違いは近世にまで遡
る。加えて江戸初期の江戸の町家前面にも雁木通り
同様の往来可能な「庇」が設けられていたことが明
らかにされている。このように主屋から道路側に下
した庇は地域によって呼称が異なるものの，いずれ
も歩行者用の通路として利用されることから，本ハ
ンドブックでは，雪国の市街地において，個々の町
家の前に設けられた往来可能な庇が連続し，町並み
においてアーケード状の連続空間をもつものを「雁
木通り」と総称している。用語の選定に際しては，
単に雁木通りに直接関係したものだけではなく，そ
の周辺や現代的な広がりなどにも留意し，幅広く収
集することとした。そのためアーケードなども含ま
れている。
　尚，本ハンドブックの作成に際し，筆者主宰の雁
木通り学術研究交流会が，日本雪工学会上信越支部
より2024年度の活動助成を受けて実施したもので
ある（「雁木通りハンドブック」作成事業）。
　尚，執筆者と所属は，以下の通りであり，ハンド
ブック内の掲載用語の文末に（　）書で苗字を記載
している。（五十音順）
　　　菅原邦生　　新潟青陵大学短期大学部
　　　堤　拓哉　　北海道教育大学
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13．雁木町家の保存と活用
14．雁木通り
15．雁木通りの温熱環境
16．看板
17．雁木の雪対策
18．木を使った全

ぜんがいしき

蓋式アーケード（はりまや橋）
19．共用空間としての雁木
20．景観ガイドライン（上越市）
21．構造
22．小雁木
23．小

こ

間
ま

屋
や

（こまや）
24．小見世通り
25．公営住宅と雁木
26．再開発による全蓋式アーケード（高松丸亀町）
27．サンサン通り
28．水路
29．世界遺産登録に向けた啓蒙活動
30．全蓋式アーケードのコスト
31．全蓋式アーケードと商店街
32．全蓋式アーケードの構造と利点
33．全蓋式アーケードの消防対策
34．全蓋式アーケードの歩行者空間
35．全蓋式アーケードの気候シャルター効果
36．全蓋式アーケードと屋外活動
37．祖型
38．橇

そり

道
みち

39．胎
たい

内
ない

くぐり
40．多雪都市
41．建具
42．通路幅
43．造り込み式雁木
44．定期市
45．栃尾表町のがんぎづくり（新潟大学ほか）
46．長岡方式
47．半造り込み式雁木
48．庇通り
49．北越雪譜と雁木
50．牧

ぼく

之
し

通り
51．北海道における雁木
52．孫庇
53．まちづくり団体の活動（NPO等）
54．横町かぐじ広場（黒石市）

　掲載内容としては，主として環境，計画・防災，

まちづくり，歴史文化の4分野であり，それぞれに
ついて簡単に解説する。
　「環境」分野は，雁木通りの防雪機能だけでなく，
近年，夏季における熱中症対策や熱ストレスの低減
に寄与することが明らかにされ（武蔵野大学教授・
三坂育正氏の調査結果），また「計画・防災」分野
は，雁木通りの形成地域ではない北海道内におい
て，公営住宅の建設に際し，雁木（防雪通路）が設
置され，その機能と課題（雪の吹き込みなど）につ
いて紹介されている。また，「まちづくり」分野は，
新潟県糸魚川市のありがたや通り（木造）や，上越
市高田のサンサン通り（鉄骨造）など，旧来の雁木
通りの形態を意識した雁木通りやアーケードの建設
事例が紹介され，さらに非積雪地域（高知市や高松
市など）における全蓋（ぜんがい）式アーケードに
ついても紹介されている。「歴史文化」分野は，雁
木・小見世・小間屋・仮屋など歴史的な呼称に対す
る解説や，一斉雪下ろしや多雪都市，看板・建具・
水路など雁木通りと関係する附属設備や，雁木の形
式である造り込み式・半造り込み式・落とし式につ
いても解説している。分野ごとに項目数が均等でな
い面もあり，不足もある。今後の課題である。

3．活用
　本ハンドブックは，2025年3月に完成し，その
後，雁木通り関係市街地の図書館に郵送している。
また筆者の所属機関の社会連携センター主催にて開
催した公開講座（2025.12.21　ウェルビーイング講
座　雪国の町並み　雁木通りの形成と変容　～都市
史の視点から～）にて，講演時に配布の上，その概
要を説明している。今後とも雁木通り関連行事にお
いて配布し，可能であれば時期を見て，改定を行っ
ていきたい。

4．おわりに
　以上，本ハンドブックは，雁木通りと関連する内
容について54項目を取り上げて，環境，計画・防
災，まちづくり，歴史文化の4分野について解説し
たもので，類書を見ない内容となっている。出版物
でないことから，市販されている訳ではないが，初
めての試みである。尚，会員でご興味のある方は，
下記メールアドレスまで，今年中を目途にご一報く
ださい。PDFファイルを添付して，ご返信致します。
 e-mail　sugahara@n-seiryo.ac.jp


